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『
自
治
の
思
想
』

ト
ッ
プ
に
な
い
…

民
主
党
北
海
道
が
連
続
開
催
し
て
い
る
「
シ
リ
ー
ズ

公
開
討
論
」の
第
３
回「
地
域
主
権
の
北
海
道
づ
く
り
」

が
、
４
月
１７
日
に
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
高
橋
道
政
検
証

の
公
開
作
業
の
一
環
で
、
会
場
の
自
治
労
会
館
に
は
市

民
や
自
治
体
関
係
者
な
ど
２
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

高
橋
道
政
の
検
証

市町村と向き合う姿勢なし

討
論
会
は
、
総
理
大
臣
補

佐
官
の
逢
坂
誠
二
衆
議
が
政

府
の
検
討
状
況
を
講
演
。
佐

藤
克
廣
北
海
学
園
大
教
授
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な

り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
西
尾
正

範
函
館
市
長
、
北
良
治
奈
井

江
町
長
、
橋
場
利
勝
栗
山
町

議
会
議
長
、
神
原
勝
道
地
方

自
治
研
究
所
理
事
長
が
意
見

交
換
し
た
。
特
に
自
治
体
財

政
運
営
に
大
き
な
転
換
を
も

た
ら
す
一
括
交
付
金
に
関
し

て
、
逢
坂
補
佐
官
は
「
地
方

財
政
の
削
減
に
な
っ
た
三
位

一
体
改
革
の
二
の
舞
に
す
る

な
と
の
意
見
が
多
い
。
地
方

の
自
主
裁
量
拡
大
に
な
る
制

度
設
計
を
考
え
た
い
」
と
強

調
し
た
。

ま
た
道
政
検
証
で
は
、
広

域
連
合
な
ど
の
自
治
体
間
連

携
や
、
栗
山
町
の
議
会
改
革

な
ど
道
内
の
全
国

先
端
と

い
え
る
改
革
が
道
政
に
生
か

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
小
泉

提
案
に
振
り
回
さ
れ
て
推
移

し
た
道
州
制
特
区
や
、
大
山

鳴
動
し
て
鼠
一
匹
と
い
え
る

支
庁
再
編
な
ど
に
厳
し
い
意

見
が
相
次
ぎ
、
道
庁
の
地

域
・
市
町
村
と
向
き
合
う
姿

勢
の
欠
如
が
問
題
の
根
幹
で

あ
り
、
特
に
決
定
的
な
の
は

ト
ッ
プ
に
確
固
と
し
た
『
自

治
の
思
想
』
が
な
い
こ
と
だ

と
指
摘
し
た
。

２００人が集った公開討論。参加者からも高橋道政の問題点などが出され活発な
意見交換が行われた＝４月１７日、札幌市・自治労会館

北
海
道
新
聞
の
世
論
調
査
で
は
高
橋

道
政
の
支
持
率
が
５
割
を
超
え
た
と
出

て
い
る
。
世
論
調
査
す
べ
て
を
否
定
は

し
な
い
。
し
か
し
、
何
を
見
て
支
持
を

し
て
い
る
か
が
問
題
だ
。
支
持
の
理
由

「
人
柄
が
よ
い
」「
な
ん
と
な
く
」
が
半

数
超
え
。
イ
メ
ー
ジ
で
は
だ
め
だ
。

い
よ
い
よ
今
年
も
自
転
車
シ
ー
ズ
ン

到
来
。札
幌
駅
中
心
部
は
、有
料
駐
輪
所

で
し
か
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
、お
ち
お
ち
自
転
車
に
は
乗
れ
な
い
。

だ
が
し
か
し
、
自
治
労
会
館
横
の
高

架
下
か
ら
は
無
料
地
区
。
大
量
の
自
転

車
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る
。

賞賞
品品
ゲゲ
ッッ
トト

「「ううれれししいい一一瞬瞬」」でで
バーコード対応の携帯電話で、下記のバーコー
ドを読み取り、１人、１作品（写真）「うれしい一
瞬」を送って下さい。２０人に賞品が当ります。

応募する際の注意事項
�１お名前 �２年齢 �３単組名 �４連絡先
�５題名 �６エピソードを記入して送信して
ください。記入もれは対象外になる場合が
あります。作品は返却しません。

５月１４日�金しめきり 朔 風
機関紙「自治労北海道」もうすぐ 号

３
期
１８
年
の
支
援
に
感
謝

新経済成長戦略への『道』峰崎直樹タウンミーティング

峰
崎
直
樹
参
議
院
議
員
が
財
務

副
大
臣
就
任
後
、
２
回
目
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
４
月
１０
日
、

札
幌
市
内
で
開
か
れ
た
。

会
場
に
は
２
０
０
人
を
超
え
る

参
加
者
と
、
来
賓
と
し
て
多
く
の

議
員
や
首
長
が
参
加
す
る
中
、
後

継
者
と
し
て
立
候
補
を
予
定
し
て

い
る
藤
川
ま
さ
し
さ
ん
が
、「
峰
崎

さ
ん
は
、
自
治
労
の
大
先
輩
。
し

っ
か
り
後
を
引
き
継
い
で
い
く
」

と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

峰
崎
財
務
副
大
臣
は
、
直
面
す

る
日
本
経
済
、
財
政
課
題
に
つ
い

て「
一
刻
も
早
い
財
政
再
建
と
、社

会
保
障
の
充
実
や
デ
フ
レ
か
ら
の

脱
却
、
新
経
済
成
長
戦
略
へ
の
道

筋
を
い
か
に
つ
け
る
か
と
い
う
、

ナ
ロ
ー
パ
ス
を
見
つ
け
、そ
れ
を

力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
実
現

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
話
し
た
。ま
た
、
税
制
改
革
の

過
去
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
増
税

が
政
局
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
ん
な

に
大
変
な
こ
と
か
を
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、「
財
政
の
現
状
か
ら
、

も
は
や
純
増
税
以
外
に
道
が
な

く
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
張
り

替
え
と
同
時
に
、
困
難
な
課
題
を

ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
の
か
を
、

政
治
家
は
国
民
に
正
直
に
わ
か
り

や
す
く
、
時
間
を
か
け
て
粘
り
強

く
、
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
」と

考
え
を
示
し
た
。

後
に
、
３
期
１８
年
に
お
よ
ぶ

支
援
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る

と
、
会
場
か
ら
は
、「
年
齢
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
の
声
が
あ
が
っ
た
。

ともに声をあげれば
不安は勇気に変わる。
自治労道本部は第１１０回中央
委員会で「えさきたかし」
を推せん決定しています

国の財政状況が、いかに危機的であるかを説明する峰崎
財務副大臣＝４月１０日、札幌市・京王プラザホテル 民主党参議院比例代表第６５総支部長

自治労北海道本部
第１１２回中央委員会

JICHIRO スケジュール
２０１０年５月

１日�土 第８１回全道メーデー大会

３日�月 憲法を私たちの手に！５・３北海道集会（札幌市）

９日�日 第２０回全道保育集会（札幌市）

ナショナルミニマムキャンペーン集会（札幌市）

１２日�水 道本部第１８回執行委員会（札幌市）

１３日�木 ５・１５平和行進及び普天間基地包囲行動（沖縄）

１５日�土 女性部幹事会（～１６日・札幌市）

6月3日�木 １３：００開会（１２：００受付）

4日�金 １２：００終了（８：００受付
９：００再開）

終了後、自治労共済北海道支部総代会道本部ホームページ

自治労会館５Ｆホール

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電 話 ０１１―７４７―３２１１
ＦＡＸ ０１１―７００―２０５３
編集・発行 谷川 広美

ユーザー名：hokkaido
パスワード：jichi2009

組合員専用ページは自治労北海道

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

２０１０年５月１日（昭和２８年１２月１２日
第３種郵便物認可）jichiro-hokkaido.gr.jp自 治 労 北 海 道（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円

組合員の購読料は組合費の中に含まれています）��� 第１９９８号
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４
・
９
反
核
燃
の
日

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
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職職
場場
だだ
よよ
りり

政
権
交
代
と
自
治
労
の
と
り
く
み
を
学
習

【
網
走
地
方
本
部
発
】
４
月

４
日
、
自
治
労
北
海
道
網
走

地
方
本
部
政
治
学
習
会
を
北

見
市
「
端
野
公
民
館
多
目
的

ホ
ー
ル
」
で
開
い
た
。

講
師
に
自
治
労
中
央
本
部

総
合
政
治
政

策
局
長
の
石

上
千
博
さ
ん

を
迎
え
「
政

権
交
代
と
自

治
労
の
と
り

く
み
」
と
題

し
た
学
習
会

で
、
参
加
者

は
「
石
上
さ

ん
の
話
は
、

自
分
が
ま
だ

知
り
得
て
な

い
情
報
が
あ
り
、
有
意
義
な

学
習
会
だ
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
て
い
た
。

学
習
会
の
あ
と
、
翌
日
か

ら
管
内
職
場
を
訪
問
す
る
、

自
治
労
中
央
本
部
特
別
執
行

委
員
（
第
２２
回
参
議
院
比
例

代
表
選
挙
自
治
労
組
織
内
協

力
予
定
候
補
）
の
「
え
さ
き

た
か
し
さ
ん
」
を
迎
え
、
全

国
の
自
治
体
職
場
の
状
況
な

ど
の
話
を
聞
き
、
青
年
女
性

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、「
国
会
へ

届
け
て
ほ
し
い
こ
と
」
を
、

え
さ
き
さ
ん
へ
渡
し
た
。

会
場
内
で
は
、
自
治
労
中

央
本
部
か
ら
、
届
い
た
全
国

初
公
開
の
「
え
さ
き
た
か
し

メ
ル
マ
ガ
登
録
チ
ラ
シ
」
で

参
加
者
が
、
早
速
メ
ル
マ
ガ

登
録
を
し
て
い
た
。

（
書
記
長
・
森
田

英
樹
）

六カ所再処理工場運転中止と一切の運転をただちに停止させることを
訴え、青森市内をデモ行進した＝４月１０日

１
９
８
５
年
４
月
９
日
、

当
時
の
北
村
知
事
が
青
森
県

議
会
の
全
員
協
議
会
で
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
施
設
を
六
カ
所

村
に
受
け
入
れ
決
定
し
て
か

ら
、
こ
の
日
を「
反
核
燃
の

日
」と
位
置
づ
け
て
い
る
。

今
年
２５
回
目
と
な
る
「
反

核
燃
の
日
」
全
国
集
会
が
４

月
１０
日
、
青
森
市
・
青
い
森

公
園
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら

１
１
２
３
人（
北
海
道
３６
人
）

が
参
加
し
た
。

基
調
報
告
で
、
青
森
県
反

核
実
行
委
員
会
副
会
長
の
奈

良
岡
克
也
さ
ん
が
「
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
政
策
で
あ
る
再
処

理
工
場
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試

験
段
階
で
す
で
に
放
射
能
を

環
境
中
に
放
出
し
、
高
レ
ベ

ル
ガ
ラ
ス
固
化
行
程
で
つ
ま

ず
き
１７
回
も
延
期
し
て
い

る
。
今
年
も
そ
の
可
能
性
が

高
い
」
と
話
し
た
。
ま
た
、

「
海
外
再
処
理
の
過
程
で
生

じ
た
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
等
も
六
カ
所
再
処
理
施
設

に
集
中
管
理
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
」と
述
べ
、「『
Ｍ
Ｏ
Ｘ

加
工
工
場
』
が
建
設
さ
れ
れ

ば
、
関
連
施
設
が
集
中
し
、

核
の
ゴ
ミ
の
集
中
管
理
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
」
と
強
調
し
「
未
来
の

子
ど
も
た
ち
の
命
を
奪
う
こ

と
に
な
る
、
絶
対
に
容
認
で

き
な
い
」
と
参
加
者
に
訴
え

た
。
奈
良
岡
さ
ん
は
今
後
の

『
は
が
き
』行
動
の
協
力
を
全

国
の
仲
間
に
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
集
会
終
了
後
、
全

国
交
流
集
会
が
開
か
れ
、
原

子
力
資
料
情
報
室
共
同
代

表
・
原
水
禁
副
議
長
で
あ
る

西
尾
漠
さ
ん
が
、「
破
綻
す
る

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政
策
―

六
カ
所
再
処
理
工
場
に
未
来

は
な
い
」
と
題
し
た
講
演

や
、
六
カ
所
再
処
理
工
場
の

現
状
報
告
を
受
け
た
。

政治集会で配布された「えさきたかし」公式携帯
サイトのチラシでアクセスする参加者＝４月４日

社
保
非
常
勤
労
組
が
解
散
大
会

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
期
待

北
海
道
社
会
保
険
非
常
勤

職
員
労
働
組
合
の
解
散
大
会

が
４
月
１７
日
、
北
海
道
自
治

労
会
館
で
開
か
れ
、
組
合
員

５
人
が
参
加
し
た
。

藤
森
薫
雅
委
員
長
は
、「
２

０
０
８
年
８
月
、
６
人
で
結

成
し
た
が
、
そ
の
後
５７
人
が

加
入
し
た
。
雇
い
止
め
問
題

は
、
全
国
の
仲
間
が
結
集
し

て
良
い
結
果
を
出
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
述
べ
「
今
年
１

月
以
降
、
組
合
員
が
そ
れ
ぞ

れ
別
の
道
に
す
す
ん
だ
が
、

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
来
賓
の
全
国
社
保

労
連
・
佐
藤
倫
子
副
委
員
長

は
「
藤
森
委
員
長
が
ね
ん
き

ん
機
構
の
正
社
員
と
し
て
採

用
さ
れ
た
こ
と
は
他
の
組
合

員
に
大
き
な
勇
気
を
与
え

た
。
引
き
続
き
、
ね
ん
き
ん

機
構
労
組
の
組
織
拡
大
に
力

を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。
そ
の
後
、
活
動
報
告
、

会
計
報
告
な
ど
が
承
認
さ

れ
、
解
散
を
決
議
し
た
。

地
域
主
権
型
社
会
め
ざ
し
て

【
函
館
市
職
労
発
】
函
館
市

職
労
自
治
研
推
進
委
員
会

は
、
４
月
１０
日
、「
新
政
権
の

地
域
主
権
の
考
え
方
」
の
学

習
会
を
開
き
、
内
閣
首
相
補

佐
官
・
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議

員
が
講
演
し
た
。
こ
の
学
習

会
に
は
、
単
組
組
合
員
の
ほ

か
、
渡
島
地
本
管
内
か
ら
約

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

逢
坂
衆
議
は
、「
国
家
が
未

成
熟
な
時
期
は
『
中
央
集
権

型
』
が
機
能
し
て
き
た
が
、

８０
年
以
降
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
全
国
画
一
的
な
制
度
体
系

に
矛
盾
が
生
じ
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
地
域
が
で
き
る

こ
と
は
地
域
が
責
任
を
も
っ

て
実
行
す
る
�
『
地
域
主
権

型
社
会
』
を
め
ざ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強

調
し
た
。
ま
た
、「
�
自
治
の

こ
と
は
自
治
が
決
め
ら
れ

る
、
�
補
完
性
の
原
理
の
徹

底
、
�
財
源
・
権
限
を
責
任

あ
る
主
体
へ
、
�
市
町
村
重

視
の
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
、

こ
の
４
つ
の
柱
で
制
度
設
計

を
進
め
て
い
き
た
い
」な
ど
、

新
政
権
に
お
け
る
地
域
主
権

へ
の
ス
タ
ン
ス
を
述
べ
た
。

ま
た
、
昨
秋
発
足
し
た

「
地
域
主
権
戦
略
会
議
」
で

の
議
論
経
過
や
、
い
わ
ゆ
る

「
原
口
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

解
説
し
、
主
権
者
で
あ
る
国

民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
政
治

を
行
う
重
要
性
を
訴
え
た
。

自
治
研
推
進
委
員
会
と
し

て
も
今
回
の
学
習
会
を
契
機

に
、
引
き
続
き
、
真
の
地
方

自
治
確
立
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。（
副
委
員
長
・
川

村

俊
一
）

政
治
の
安
定
を
実
現
す
る
た
め
の
一

里
塚
で
あ
る
参
議
院
議
員
選
挙
が
７
月

に
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
選
挙
で
民
主

党
が
改
選
議
席
の
過
半
数
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

３
月
２４
日
に
今
年
度
の
予
算
が
成
立

し
、
目
玉
政
策
で
あ
る
子
ど
も
手
当
と

戸
別
所
得
補
償
制
度
（
モ
デ
ル
事
業
）

も
実
現
さ
れ
ま
す
。
鳩
山
内
閣
の
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
心
配
頂
い
て
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、「
国
民
の
生
活
が

第
一
」
で
あ
る
民
主
党
は
、
予
算
を
執

行
し
、
国
民
の
立
場
に
立
っ
た
政
策
を

実
行
す
る
こ
と
で
、
皆
様
の
ご
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

参
院
選
比
例
区
で
は
組
織

内
候
補
で
あ
る
え
さ
き
た
か

し
さ
ん
の
上
位
当
選
、
北
海
道
選
挙
区

に
お
い
て
は
藤
川
ま
さ
し
さ
ん
の
勝
利

に
む
け
て
全
力
投
球
し
ま
す
。
さ
ら
な

る
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
４
月
２０
日
、
東
京
に
て
）

約２００人が集った学習会。逢坂議員のわかりやすい話は好評
だった＝４月１０日、函館市

国
民
の
立
場
の
政
策
実
行

およそ２年の組合だったが、全国の
仲間が結集して良い結果が出せた

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚
を
１
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を
自
分
で

選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン
自
由
席
。

締
め
切
り
は
５
月
１４
日
�
午
後
４
時
、

電
話
で
受
付
（
０
１
１
―
７
４
７
―
３
２

１
１
�
単
組
名
、
名
前
、
連
絡
先
を
申

告
）
落
選
し
た
人
に
は
連
絡
し
な
い
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ

ケ

ッ

ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者

前
回
の
当
選
者
�
京
極
町
職
の
菅
原
幸
浩
さ
ん
が
当
選
。

幼
虫
の
脳
内
で

「
さ
な
ぎ
化
令
」

が
発
動
さ
れ
る

と
、
腐
食
回
避
の

た
め
体
内
の
不
純

物
を
一
気
に
排
出

し
、
摂
食
を
停
止

す
る
。
さ
な
ぎ
に

な
る
と
、
羽
化
ま
で
の
間
に

神
経
細
胞
の
一
部
を
残
し
、

一
度
完
全
に
溶
解
し
、
そ
れ

を
養
分
と
し
て
、
成
虫
の
体

が
ゼ
ロ
か
ら
構
築
さ
れ
て
い

く
。
先
日
読
ん
だ
雑
誌
に
載

っ
て
い
た
昆
虫
の
話
だ
。
理

系
の
方
に
と
っ
て
は
常
識
な

の
だ
ろ
う
が
、
生
体
↓
液
体

↓
生
体
と
変
体
す
る
様
は
、

衝
撃
的
だ
。
こ
の
よ
う
な
不

思
議
の
世
界
に
は
感
動
す
ら

覚
え
る
。

不
思
議
と
い
え
ば
、
先
に

掲
載
の
空
気
と
い
う
の
も
面

白
い
。
集
団
の
中
で
悲
壮
感

漂
う
た
め
息
や
、
怒
声
が
出

る
と
、
同
期
発
火
現
象
に
よ

り
皆
の
脳
が
疲
れ
、
集
団
そ

の
も
の
の
能
力
が
著
し
く
低

下
し
、
逆
で
あ
れ
ば
、
そ
の

能
力
は
上
昇
す
る
の
だ
そ
う

だ
。
そ
う
か
、
で
あ
る
な
ら

ば
、
皆
の
高
揚
感
が
少
し
増

す
だ
け
で
、
集
団
共
鳴
力
が

爆
発
的
に
高
ま
り
、
物
凄
い

力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
選
挙
な

ど
楽
勝
で
は
な
い
か
！
片
羽

の
蝶
が
両
の
羽
を
整
え
て
羽

化
す
る
姿
を
、
見
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
…
。

（
摩
）
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